
様式 C-19

科学研究費補助金研究成果報告書

平成２３年 ３ 月 ９ 日現在

研究成果の概要（和文）：教員養成大学大学院修士課程のラオスへの設置に向けての学術研究調査を行

った。その結果、次のことがらが明らかになった。

(1) ラオス教育省は、ラオスと日本の大学の共同運営による大学院修士課程の設置を希望している。
(2) ラオス教育省は、教員養成大学大学院の設置に向けて、2010 年に小・中・高・大学の学校制度を、
５－３－３－３年制（計14年間）から５－４－３－４年制（計16年間）に変更した。

(3) ラオスの教員養成学校の施設・設備、特に実験装置、実験器具・薬品類は皆無に近く、大学院修士課
程を設置する際には、それらの充実が必要である。

(4) 大学院修士課程設置に向けた理数科コースのカリキュラム案を作成した。

研究成果の概要（英文）：We conducted the following academic investigation research for
establishing a master's course of graduate school of university of education in Laos. The
following matters became clear as a result.
(1) Ministry of Education in Laos wishes setting up a master's course of graduate school by

joint management of the university in Laos and Japan.
(2) Ministry of Education in Laos changed the school system of primary school, lower

secondary school, secondary school and teacher training college into the system 5-4-3-4
(total of 16 years) from the system 5-3-3-3 (total of 14 years) towards establishment of a
master's course of graduate school of teacher training college at 2010.

(3) The institution and equipment, especially experimental devices, lab wares, and
medicines of teacher training college in Laos are not enough. These improvements are
required when establishing a master's course of graduate school.

(4) We created model curriculum of mathematics and science for establishing a master's
course of graduate school.
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１．研究開始当初の背景
日本の開発途上国に対する国際教育協力

は、小・中学校の基礎教育に重点を置いてい
る。近年、開発途上国においては、小・中・
高等学校教員及び教員養成大学教員の大学
院修士課程進学が急増している。例えば、ラ
オスにおいては、毎年、理数科教員の 20～30
人が、日本は物価が高いという理由で、日本
以外の外国の大学院に進学している。世界の
開発途上国の高等教育に対する要請に日本
政府が応えるには、余りにもニーズが膨大に
なってきており、しかも財政的な面を伴うこ
とから早急な対応は難しいと思われる。これ
らの状況を踏まえたとき、日本のこれからの
国際教育協力の方向として次のことが考え
られる。
① 初等中等教育と高等教育の両面に対し
て国際教育協力を行う必要がある。

② 開発途上国の高等教育（大学院修士課程
への進学）に対するニーズに応えるには、
日本の大学が開発途上国へ進出し、現地で
高等教育を行う必要がある。
教員養成大学大学院の開発途上国への設

置は、日本では初めての試みであり、それに
ついての研究は先導的研究になるため、参考
となる国内資料はほとんど有していない。
それゆえ、本研究では、大学院の開発途上

国への設置について、次のように考えた。
大学院の設置地域は、アジア、アフリカ地

域のいずれも対象として考えられるが、当該
国の治安、これまでの協力経験、地理的位置、
開発状況、協力体制等を総合的に判断して、
アジア諸国のうちのラオスが候補地として
適している。ラオスへの大学院設置は、当面、
ニーズの高い自然系教育（数学、理科）コー
スの設置を対象として、研究を進める。
また、教員養成大学大学院のラオスへの進

出・設置ついては、平成 18・19 年度の科学
研究費補助金を受けて積極的に研究・推進し
てきたが、ラオス国内の具体的な設置場所や
設置に向けて必要となる施設・設備の調査、
ラオス教育省との協定書の締結、日本国内に
おける文部科学省等の関係諸機関との協議
等、いくつかの細かい部分の詰めが残されて
いた。2007 年９月に行われたラオス教育大臣、
教育副大臣、教育省局長等との協議では、「ラ
オスは 2008 年から大学院設置・誘致に向け
て計画を進めたいので、ぜひ協力をしてほし
い」の強い要請があった。
なお、大学院のラオスへの設置は、他の教

員養成大学と連携し大学連合体として、ある
いは第３国（隣接のタイの国立コンケン大学
等）と協力して取り組むことも視野に入れて
研究することにした。

２．研究の目的
教員養成大学大学院のラオスへの設置に

向けての大学院カリキュラム・シラバス、履
修方法等の開発、並びに具体的な設置場所、
現存の施設・設備の状況、今後必要とされる
諸設備等についての学術調査研究を行うこ
とを目的とする。

３．研究の方法
３年間の研究期間において、各年１～２回

の研究代表者・分担者による研究課題につい
ての国内研究打ち合わせ及び現地調査を行
った。現地調査の概要は、以下の通りである。
・ ラオス教育大臣、副大臣、教育省局長に

研究についての協力依頼を行った。
・ ラオス教育副大臣、教育省局長、課長他

と研究打ち合わせを行い、大学院設置計画
及び課題について協議した。

・ ラオス教育省、ラオス教員養成学校教員
の協力を得て、大学院修士課程の設置場所
案、教員養成学校の現存の施設・設備の状
況、今後設置に向けて必要となる施設・設
備の調査研究を行った。

・ ラオスの教育に適する大学院のカリキュ
ラム、履修方法等を、ラオス教育省職員と
共同研究開発した。

・ タイのコンケン大学総長、副学長、教育
学部長他と大学院設置についての研究協
議を行い、共同運営を行う場合のカリキュ
ラム案を作成した。

・ 大学院のラオスへの設置に向けて、国内
関係機関（独立行政法人国際協力機構他）
との研究打合せ・協議を行った。
各年度の具体的な研究方法を以下に述べ

る。
(1) 平成 20 年度
① 平成20年８月から12月にかけて、３回にわ
たりラオス教育省教員養成局長他と大学院
修士課程設置について研究打ち合わせを行
った。ラオス教育省から大学院設置について、
鳴門教育大学への強い協力要請があった。

② 平成20年８月から12月にかけて、教員養成
学校の施設・設備、特に実験装置、実験器具・
薬品類の状況について調査を行うとともに、
大学院修士課程設置に向けて必要な設備・装
置、実験器具・薬品類等を検討した。

③ ラオス教員養成学校及びラオス国立大学教
育学部のカリキュラム・授業科目の内容を調
査し、それらをもとにラオスに適する大学
院修士課程理数科コースのカリキュラ
ム案及び履修方法案を検討した。

④ 平成20年８月及び12月に、タイのコンケ
ン大学総長、教育学部学長他と研究打ち合



わせを行い、大学院修士課程のラオス設置に
向けて、相互協力による大学院設置構想につ
いて検討した。なお、ラオス設置に先がけて、
アジア諸国の開発途上国の現職教員を対象と
して、コンケン大学と鳴門教育大学のジョイ
ント大学院を設置し、修了者にダブルディ
グリーを授与する制度の構想について
互いに検討することとした。

(2) 平成 21 年度
① 平成21年８月から平成22年１月にかけて、
２回にわたり、ラオス教育省教員養成局長他と
大学院修士課程設置について研究打ち合わせを
行った。

② 平成21年８月から平成22年１月にかけて、
他のラオス教員養成学校の施設・設備、特に実
験装置、実験器具・薬品類の状況について調査
を行うとともに、大学院修士課程設置に向けて
必要な設備・装置、実験器具・薬品類等を調査
した。

③ 昨年度に引き続き、ラオス教員養成学校及び
ラオス国立大学教育学部のカリキュラム・授業
科目の内容を調査し、それらをもとにラオスに
適する大学院修士課程理数科コースのカリキュ
ラム案及び履修方法案を策定した。

④ 平成21年８月及び12月に、タイのコンケン
大学総長、教育学部学長他と研究打ち合わせを
行い、大学院修士課程設置に向けて、相互協力
による大学院設置構想について検討した。そこ
では、アジア諸国の開発途上国の現職教員を対
象として、コンケン大学と鳴門教育大学のジョ
イント大学院を設置し、修了者にダブルディグ
リーを授与する制度の構想について協議した。

⑤ 上の④の協議に基づき、コンケン大学に
大学院修士課程の海外分校を設置した場
合のモデルの素案を作成した。なお、コン
ケン大学の意向及びこのモデル案を本学
学長に説明し、実現に向けての協力を要請
した。

(3) 平成 22 年度
① 平成22年８月から９月にかけて、ラオス教育
省教員養成局長他と大学院修士課程設置につい
て研究打ち合わせを行った。ラオス教育省から
大学院設置について、再び強い協力要請があっ
た。

② 平成22年８月から９月にかけて、他のラオス
教員養成学校の施設・設備、特に実験装置、実
験器具・薬品類の状況について調査を行うとと
もに、大学院修士課程設置に向けて必要な設
備・装置、実験器具・薬品類等を調査した。

③ 昨年度に引き続き、ラオス教員養成学校のカ
リキュラム・授業科目の内容を調査し、それら
をもとにラオスに適する大学院修士課程理数科
コースのカリキュラム案及び履修方法案を策定
した。

④ 昨年度に引き続き、平成 22 年６月に、タ
イのコンケン大学教育学部教員と研究打ち合わ
せを行い、大学院修士課程設置に向けて、相互

協力による大学院設置構想について検討した。
⑤ 上の④のコンケン大学の協議に基づき、
コンケン大学に大学院修士課程の海外分校
を設置した場合のモデル案を修正・作成し
た。

４．研究成果
本研究は、教員養成大学大学院の開発途上国へ

の設置に向けての学術調査研究を行うことを目的
としている。学術調査の結果、次のことがらが明
らかになった。
(1) ラオスの教育大臣、教育省教員養成局長から、

ラオスへの大学院修士課程設置について、国と
して歓迎するとの意向を受けた。また、ラオス
教育副大臣から、大学院修士課程の具体的な設
置場所について提案があった。大学院設置につ
いては、ラオスと日本の大学のダブルディグリ
ー制度を実施したいとの要望があった。

(2) ラオス教育省は、2010 年の初めに、2013 年
までに教員養成大学大学院修士課程を設置す
る計画を発表した。

(3) ラオスの小・中・高等学校・教員養成学校の
学校制度は、５－３－３－３年制の14 年間で
あったが、大学院修士課程の設置に向けて、
2010年から５－４－３－４年制の16年間に変
更した。この変更により、これまでの教員養成
学校は、教員養成大学として名称が変わること
になると思われる。

(4) ラオスの教員養成学校（８校）理数科教員の
学力及び授業実践力は、かなり乏しい。ラオス
の理数科教育の質を高めるためには、教員養成
学校教員の質の向上が必要である。

(5) ラオスの教員養成学校の施設・設備、特に実
験装置、実験器具・薬品類は、皆無に近い。大
学院修士課程を設置する際には、それらの設備
の充実が必要である。必要な設備の例を列挙し
た。

(6) ラオスの教員養成学校教員の学位取得
状況は、2010 年の調査では、学士が 47％、
修士が 16％で、博士が０％である。また、
教員養成学校教員の 100％が修士課程の
設置を希望している。

(7) ラオスの教員養成学校及びラオス国立大学
教育学部のカリキュラムを調査し、それをもと
にラオスに適する大学院修士課程理数科コー
スのカリキュラム案を作成した。

(8) 大学院修士課程のラオスへの設置に際して、
タイのコンケン大学から連携協力の申し出が
あった。それに基づき、連携した場合のカリ
キュラム素案を作成した。
海外分校の設置については、ラオスに設置す

る場合のカリキュラム案とタイに設置する場
合のカリキュラム案の２通りを作成したが、内
容はほぼ同じであるので、ラオスに設置する場
合の概要を以下の図で示す。
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